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	予備テストおよび研究・開発用ID試験依頼書※
	P-10-TR1-ID


                                                                          Issued:  2017-02-23
                                                                          Revised:　 2021-12-15
	株式会社 ケミトックス 殿
下記試験業務を貴社に依頼します。（注：　鉛筆書き不可）
	受付番号




	 　　　  　年　　　月　　　日　　　

会社名：

所属：

依頼者名：

　　㊞

File No.:

住所：

〒

ＴＥＬ：

ＦＡＸ：

E-Mail：

＊請求書送付先：  　□同上　　 □別送付：別途ご指示ください。
＊請求書発行方法：　□個別に請求　　□他の依頼とまとめて請求

＊報告書はPDFでお送りします。印刷物の郵送をご希望の場合は以下の□にチェックをお願いいたします。

□印刷した報告書の郵送を希望　（送付先：□同上　□別送付：別紙に送付先をご記入ください。）

・弊社見積番号 QCT-               (御見積を提出している場合は、ご記入ください。)

	試験名／適用規格
	ID試験 UL746A (□IR □TGA □DSC)(*ご依頼の試験にチェックをお入れください。)

	eq \o\ad(試験の目的,                )

	□申請品予備テスト  　　□フォローアップ予備試験用（1回目/2回目）どちらかお選びください。
□開発・研究用　　　□その他（具体的にお書き下さい）


 1． サンプル発送予定日：□同封    □別送  　　　　年　   月  　 日納品予定     □サンプル成形もケミトックスに依頼                                   

 2． サンプルの内容：
	樹脂名
	サンプル名
	ﾛｯﾄ/ｶﾗｰNo.（色）
	サンプル寸法
	数量
	希望クラス

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


注 ①－試験担当者の安全性について配慮するため，樹脂名は必ず御記入下さい。

注 ②－サンプルの混乱を避けるため、サンプル名およびロット／カラーNo.（色）は必ずご記入下さい。

(報告書でのサンプル名として採用させて頂きます。)
注 ③－ご依頼いただく試験1つにつきまして、固形サンプルは、最低5g以上、フィルムおよびシート状サンプルは、A4サイズ2枚以上をご用意ください。
注 ④－合否判定やクラスの判定を行うにあたり、判定基準の調整をゼロとして判定します。（詳しくは “ 試験の判定ルールについて ” 参照）
3．サンプルコンディショニング：　

　　　□適用規格に従う。　　　□特別指示：                                                                  　　　　　　  　　

4．試験条件(試験条件確認のため、ULリファレンスチャートをお持ちの場合は、PDFにて弊社までお送りください。)
試験条件については、別紙「UL746A準拠ID試験　条件確認シート」にご記入下さい。
5．試験結果速報希望納期：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（通常サンプル受領後、5営業日以内で試験結果速報を報告。

10営業日以内に試験報告書発行)
6．余りサンプルの返却希望：　□あり    □無し

　　(サンプルの返却をご希望される場合は、別途返却費用を頂戴いたします。)
7．その他、特別指示など：                                          

 ケミトックスにて記入

      受付日：　　　　年　　　月　　　日      受付者：

　　　　顧客対応者：　　　　　　  サンプル受領日：　　　　年　　　月　　　日　　　サンプルの確認　□ 確認者名：　　
速報：　□顧客対応者に送る
　　　　サンプルの移動：　□なし　□あり（移動経緯と発送日）：　

　　　　試験担当者 :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　試験の判定ルールについて　
Issued:  2021-11-29
                                                                          Revised:  0000-00-00
ISO/IEC 17025:2017では、数値で得られた結果と判定基準を比較して合否判定やクラスの判定を行う場合、
判定ルール(Decision Rule)が求められます。
ケミトックスでは、個別の試験規格やお客様からのご要望がない限り、判定基準の調整をゼロとします。

すなわち、単純受入（Simple Acceptance）と言われる判定ルールを使います。
判定基準の調整をゼロとするとは、
調整がないため、判定基準だけで合否判定やクラスの判定が行われます。下図では不確かさが描かれていますが、判定には不確かさを用いません。

合否は以下のようになります。

	
	①, ②
	③, ④
	⑤, ⑥
	⑦, ⑧

	単純受け入れ
	合格
	合格
	不合格
	不合格


参考資料：判定ルールと適合性表明のためのガイドライン

 (ILAC G8：Guidelines on Decision Rules and Statements of Conformity)

判定基準の下限値
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公称値





拡張不確かさ





合格








⑧





判定基準の上限値
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